
運営費交付金債務及び当期振替額等の明細(平成26事業年度)

①運営費交付金債務の増減の明細 (単位:円)

運営費交付金収益 資産見返運営費交付金 資本剰余金 小計
0 14,029,475,000 12,627,293,821 522,979,441 0 13,150,273,262 879,201,738

②運営費交付金債務の当期振替額の明細
・平成26年度交付分 (単位:円)

金額

運営費交付金収益 221,676,862

資産見返運営費交付金 360,624,400

資本剰余金 0

計 582,301,262

運営費交付金収益 12,405,616,959

資産見返運営費交付金 162,355,041

資本剰余金 0

計 12,567,972,000

運営費交付金収益 0
資産見返運営費交付金 0
資本剰余金 0

計 0
0

13,150,273,262

③運営費交付金債務残高の明細
交付年度

879,201,738

0
0

計 879,201,738 －

(単位:円)
運営費交付金債務残高 残高の発生理由及び収益化等の計画

平成26年度

業務達成基準を採用した業務に係る分

（１）業務システム開発に要する業務経費　：707,298,400
（２）財産譲渡に要する業務経費　　　　　：  1,374,000
（３）施設整備に要する業務経費　　　　　：170,529,338

いずれの業務も当該年度内に事業が完了しなかったことから、計画予算額と支出額の差額を運営費交付金債務として
翌事業年度に繰り越したものである。翌事業年度以降において、計画どおり実施する見込みであり、今中期計画期間
中に収益化を行う予定である。

期間進行基準を採用した業務に係る分 －
費用進行基準を採用した業務に係る分 －(費用進行基準を採用した業務は無い)

会計基準第81第3項による振替額 －
合計 －

業務達成基準による振替額

・業務達成基準を採用した業務：
　　（１）業務システム開発業務、（２）財産譲渡業務（３）施設整備業務
・当該業務にかかる損益等
　ア）損益計算書に計上した費用の額：219,090,062
　　（１）216,723,600、（２）0、（３）2,366,462
　イ）自己収入に係る収益計上額：0
　ウ）固定資産の取得額：360,624,400
　　（１）359,035,200、（２）0、（３）1,589,200
・運営費交付金収益化の積算根拠
　年度計画に定める当該業務に対して策定した予算のうち、当該業務の進捗状況に対応する交付金の執行額を収益化

期間進行基準による振替額

・期間進行基準を採用した業務：上記、業務達成基準を採用した業務以外の全ての業務
・当該業務にかかる損益等
　ア)損益計算書に計上した費用の額： 18,105,890,880
　（内訳:奨学金貸与事業関係　8,296,942,479 留学生支援事業関係　7,176,546,484
       　学生生活支援事業関係　324,307,024　　　　法人共通　2,308,094,893
　イ)自己収入に係る収益計上額： 5,808,720,237
　（内訳:延滞金収入　4,068,193,322   留学生宿舎収入 677,366,605　　その他　1,063,160,310)
　ウ)固定資産の取得額：事業系 147,149,677　管理系 15,205,364
・運営費交付金の振替額の積算根拠：期間進行基準を採用していることにより、全額を振替

費用進行基準による振替額 －(費用進行基準を採用した業務は無い)

内訳

交付年度 期首残高 交付金当期交付額
当期振替額

期末残高

平成26年度

区分


